
ご注意：当資料に記載されている内容は、資料作成時点の当社の判断に基づくものであり、 記載された
将来の計画数値、施策の実現を確約したり、保証するものではありません。

株式会社カーチスホールディングス (東証２部 ７６０２)

平成27年3月期 決算短信説明資料

平成27年5月13日



【1】 平成27年3月期 当期連結決算の状況
①自動車流通業市場の背景
②業績ハイライト
③貸借対照表
④損益計算書
⑤キャッシュ・フロー計算書
⑥復配および復配記念配当

【2】 平成28年3月期 計画
①業績予想および配当予想
②営業施策
③中古車輸出事業の推進

【3】経営基盤および販売基盤の強化
①代表執行役の異動（内定）

1

目 次



2

【1】 平成27年3月期 当期連結決算の状況
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【1】 平成27年3月期 当期連結決算の状況
①自動車流通業市場の背景

《新車登録台数》

上半期（4～9月）前年比2.8％減

下半期（10～3月）前年比10.3％減
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(台） 《中古車登録台数》

上半期（4～9月）前年比4.4％減

下半期（10～3月）前年比6.7％減

2012年 2013年 2014年

■ 2014年度（2014年4月～2015年3月）の自動車市場（軽自動車含む）
新 車 登 録 台 数 ＝ 529.6万台（前年比6.9％減）

中 古 車 登 録 台 数 ＝ 670.4万台（前年比5.6％減）

新 車 ⇒ 年度を通じた消費税増税に伴う消費の冷込み等の影響により、前年比6.9％減少、エコ
カー減税の基準見直し等により引き続き厳しい状況が続く見通し

中古車 ⇒ 消費税増税に伴う駆け込み需要の反動減と新車販売の低迷による下取車の減少等が
影響し、前年同期比5.6％減少、今後も厳しい市場環境が続く見通し

（出典：日本自動車販売協会連合会・全国軽自動車協会）
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【1】 平成27年3月期 当期連結決算の状況
②業績ハイライト

消費税増税に伴う厳しい環境の中

一定水準の利益を確保

（百万円）
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【４Ｑ累計】 売上高 31,765百万円（前期比93.2%）

営業利益 429百万円（前期比30.7%）

経常利益 446百万円（前期比31.5%）
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【1】 平成27年3月期 当期連結決算の状況
③貸借対照表

平成27年3月期末 平成26年3月期末 前期末比

流動資産 8,949  7,768  115.2%
固定資産 1,700 1,074 158.2%
総資産 10,649 8,843 120.4%
流動負債 2,267 1,678 135.1%
固定負債 914 223 409.3%
純資産 7,467 6,941 107.6%
負債・純資産合計 10,649  8,843  120.4%

（単位：百万円）

《補足説明（前期末比）》

 資 産 ：前期末比1,806百万円増加 現預金780百万円、有形固定資産の増加559百万円増加、商品277百万円減少

 負 債 ：前期末比1,279百万円増加 長期借入金771百万円、短期借入金300百万円増加

(株式会社アガスタの連結子会社化と有形固定資産取得のための借入により増加）

流動比率394.7％ （前期末 462.8％）

 純資産 ：少数株主持分249百万円増加、当期純利益262百万円の計上

自己資本比率67.7％ （前期末 78.4 ％）
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【1】 平成27年3月期 当期連結決算の状況
④損益計算書

（単位：百万円）

△79.3%1,268262当期純利益

△68.5%1,420446経常利益

△69.3%1,396429営業利益

△0.8%5,7045,660販管費

△14.3%7,1016,089売上総利益

△4.8%26,96925,676売上原価

△6.8%34,07131,765売上高

前期

増減率

平成26年3月期

累計

平成27年3月期

累計

 売上総利益

： 消費増税に伴う消費の冷込みと取引台数および取引単価が下落したことにより、減少（前年同期比6.8％減）

《補足説明》
 売上高

： 売上高の減少、市況の悪化に伴う利益率の低下により14.3％減少（前期比）

 販売管理費 ： コスト削減の徹底を図ったこと等により0.8％減少（前期比）

： 法人税率引下げ等を踏まえ、繰延税金資産の取崩し175百万円を法人税等調整額に計上したことにより減少 当期純利益
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【1】 平成27年3月期 当期連結決算の状況
⑤キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

平成27年3月期

累計

平成26年3月期

累計

営業活動によるキャッシュ・フロー 821 1,331

投資活動によるキャッシュ・フロー △711 △141

財務活動によるキャッシュ・フロー 670 12

現金及び現金同等物の期末残高 3,894 3,113

《補足説明》

 営業CF ：税金等調整前当期純利益541百万円。たな卸資産739百円の減少、減価償却費97百万円等の

プラス要因により増加

 投資CF ：有形固定資産の取得による支出637百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出53百万円等のマイナス要因により減少

 財務CF ：長期借入れによる収入700百万円等のプラス要因により増加
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【1】 平成27年3月期 当期連結決算の状況
⑥復配および復配記念配当

11期ぶりの復配および復配記念配当を実施予定

 第27回定時株主総会決議により、「減資」「株式併合」を実施、株主還元施策を行うことが

可能な環境が整う

 消費税増税に伴う消費の冷込みが影響した中、当期純利益262百万円を確保

【復配に至った理由】

年間配当金（円）

第2四半期末 期末 合計

前 回 予 想 0.00 0.00

今 回 修 正 予 想
（うち復配記念配当）

5.00
（3.00）

5.00
（3.00）

当 期 実 績 0.00

前 期 実 績
（平成26年３月期） 0.00 0.00 0.00
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【2】 平成27年３月期 計画
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【2】 平成28年３月期 計画
①業績予想および配当予想

（単位：百万円）

■消費税増税の影響は一定程度回復し、アガスタによる輸出事業の収益貢献を見込む

平成27年8月オープン予定の福岡西販売センター（福岡県福岡市）を始め店舗展開を

推進し、更なる知名度の向上を図るべく、ブランディング戦略を積極的に展開

第2四半期累計期間 通 期

売上高 16,900 35,400

営業利益 280 680

経常利益 290 690

当期純利益 200 530

売上高354億（前期比111.4％） 、営業利益6.8億円（前期比158.5％）

年間配当金（円） 配当性向
（連結）第2四半期末 期末 合計

2 8 年 3 月 期
（ 予 想 ） 0.00 4.00 4.00 17.9%



【2】 平成28年３月期 計画
②営業施策

■新規出店計画

 平成27年8月福岡西販売センターオープン予定
 今期5店舗の新規出店予定

■セールスプロモーションの強化
 前期に引き続き、ブランディング戦略を積極的に展開

認知度・好感度向上を図り、来店顧客数増加を見込む

■小売販売の強化
 既存6店舗の販売センターと出店予定の福岡西販売センターを

中心に小売販売を強化

消費税増税の反動減等の影響は、緩和

「買取直販」の更なる強化を図り、利益率の向上を目指す

カーチスTVCM（『YouTube』再生100万回突破）

既存店の改装・移転・統合等を検討、効率的な店舗配置を

目指し、人材採用を積極的に実施

カーチス南港販売センター
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【2】 平成28年３月期 計画
③中古車輸出事業の推進

買取

一般ユーザー

カーチス倶楽部会員

オートオークション

アガスタ

カーチス

《販路拡大》

販売
一般

ユーザー

海外顧客

販売・連携

輸出

株式会社アガスタとの連携により中古車輸出事業を強化

 アガスタ単体の通期売上は約50億円を見込む

 新たな輸出先を開拓し、販路拡大を企図

 車輛仕入をオートオークションからカーチスへシフトし中間マージンをカット

 中古自動車のみならず中古建機・農機の輸出を開始

 「品質」および「質の高いサービス」を追求し、競合他社との差別化を図る
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【3】 経営基盤および販売基盤の強化
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【3】 経営基盤および販売基盤の強化
①代表執行役の異動（内定）

松本光章氏（三井住友海上㈱現常勤監査役）を代表執行役に選任予定

■平成27年4月22開催の取締役会および指名委員会において代表執行役に内定

（平成27年6月26日開催の第28回定時株主総会における取締役の選任および

定時株主総会後の取締役会を経て、正式に決定）

氏 名 松本 光章 （まつもと みつあき）

生年月日 昭和26年６月15日

略 歴 昭和49年４月 大正海上火災保険株式会社（現：三井住友海上火災保険株式会社）入社

平成 7年４月 同社東京営業第一部 上野支社長

平成19年４月 同社執行役員東京自動車本部長兼同本部損害ｻｰﾋﾞｽ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ本部長兼自動車営業
推進本部長兼同本部損害ｻｰﾋﾞｽ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ本部長

平成21年４月 同社常務執行役員東京自動車本部長兼同本部損害ｻﾎﾟｰﾄ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ本部長兼自動車
営業推進本部長兼同本部損害ｻﾎﾟｰﾄ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ本部長

平成23年４月 同社専務執行役員東京自動車本部長兼自動車営業推進本部長

平成24年４月 同社特別顧問

平成24年６月 同社常勤監査役（現任）

平成27年６月 同社常勤監査役（退任予定）

■現代表執行役社長冨田圭潤は、今後も取締役兼執行役として財務部門を管掌予定

【新任代表執行役の指名および略歴】

保険業界および自動車業界に精通する松本光章氏を招聘し、
経営基盤および販売基盤の強化を図る


